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クラスメイト1.3

ユーザーガイド
有限会社エクストラ
クラスメイトについて
クラスメイトは、Humanware社により、読みに困難のある方の読書や学習を支援することを目的に開発されました。コンパクトなサイズなのでどこへでも持ち歩けていつでも使えます。
クラスメイトには大きな液晶画面があり、読み上げ箇所と画面上の文字のハイライトがシンクロ（同期）します。それにより音声や内容が認識しやすくなります。
クラスメイトには、効果的な学習のために、しおり、音声メモ、ハイライト設定などの学習ツールがあります。 

クラスメイトは様々な電子図書の形式、例えばDAISY 2.x、 DAISY NISO、 NIMASのほか、テキスト、WAV、MP3などを再生することができます。
保存には、SDカードやUSBメモリースティックを使います。USB接続によって、コンピュータとのデータ転送が簡単にできます。
Copyright  2011. All rights reserved, HumanWare Canada.
日本語版発行：有限会社エクストラ
この文書のいかなる部分もHumanware社および有限会社エクストラの文書による許諾を得ることなく複製することを禁じます。
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1. クラスメイトの概要
1.1 パッケージ内容物
ご使用になる前に、パッケージに以下のものがそろっているかお確かめください。破損または欠品がありましたら、お手数ですがご購入された販売店にご連絡ください。
· クラスメイト（本体にタッチペンとバッテリー付き）
· ACアダプター 

· イヤパッド付きイヤホン 

· キャリングケース
· 長いUSBケーブル（コンピュータ接続用）
· 短いUSBケーブル（USBメモリースティック接続用）
· CD-ROM（ユーザーガイド、付属ソフト入り）
· ユーザーガイド
· 保証書
· ユーザー登録カード
· SDカード（空）
初めてクラスメイトをご使用する前に、フル充電をする必要があります。少なくとも4時間半、ACアダプターに接続してください。充電中もご使用になれます。ACアダプターを接続していればバッテリーがなくても使えます。
注意：タッチスクリーンの損傷を避けるため、キャリングケースにはACアダプターを入れないでください。
2. クラスメイトの外観
2.1 外観説明
2.1.1 表面 

[image: image1.emf]
クラスメイトの表面は３つのセクションに分けられます。中央にタッチスクリーンがあり、その両側にボタンがあります。
タッチスクリーンの左側には上から順に次のようなボタンがあります。 
· [image: image2.jpg]


 : エスケープボタン
· [image: image3.jpg]


 : 学習ツールボタン
· [image: image4.jpg]


 : ホームボタン
· [image: image5.jpg]


 : 辞書ボタン（日本語版では使用できません。）
· [image: image6.jpg]


 : 録音ボタン
内蔵マイクは学習ツールボタンの上部にあります。
タッチスクリーンの右側には上から順に、次のようなボタンがあります。 

· [image: image7.jpg]sot



 : 上下左右矢印ボタン、エンターボタン
·  [image: image8.jpg]


 : 移動ボタン
· [image: image9.jpg]


 : 再生ボタン 
内蔵スピーカーは上矢印ボタンの上部にあります。 
2.1.2 左側面
[image: image10.emf]
左側面には、奥から以下のものがあります。
· [image: image11.jpg]


：イヤホンジャック
· [image: image12.jpg]


 ： 音量／速度のアップ、ダウンボタン 

· [image: image13.jpg]


 ： 音量と速度の切り替えボタン 

2.1.3 右側面
[image: image14.emf]
右側面には、奥から次のものがあります。 

· [image: image15.jpg]


 ： 電源ボタン
· SDカードスロット  

· タッチペン収納部
2.1.4 上面
[image: image16.jpg]



　　
　　表面を前に向けて上面から見て左側
· [image: image17.jpg]


 ：ミニUSBポート: コンピュータからデータを転送する時やUSBメモリーに保存したデータを再生する時に使います。
右側
· [image: image18.jpg]


 ： ACアダプター接続ジャック：ACアダプターを接続して使用するときや、バッテリーを充電するときに使います。
2.1.5 底面
[image: image19.jpg]HumaRware





底面には、バッテリー収納部と格納式のスタンドがあります。底面の大部分がバッテリー収納部で、スタンドはそのまわりにあります。スタンドを立てるには、本体の手前の端を押さえ、奥に向かって広げます。 
2.1.6 バッテリーの取り外しと取り付け
クラスメイトはバッテリーを取り付けた状態で出荷されます。
バッテリー交換が必要なときは、次の手順で行ってください。
バッテリーの取り外し: 
1. バッテリー部分は本体の底面にあります。プラスドライバーを使ってネジをゆるめて、バッテリーのふたを取り外してください。
2. バッテリーのふたを持ち上げ、本体から取り外します。中のバッテリーの右端には中央の少し下に突起があり、その奥の両端にタブがあります。バッテリーの左端には中央に指をかけるタブがあります。
3. バッテリーを取り外すには、バッテリーの左側の指をかけるタブを右方向に押してから、持ち上げます。
バッテリーの取り付け: 

1. バッテリーを取り付けるには、まず右の突起を差し込み、突起がへこみにはまったことを確認後、左側を押してセットします。バッテリーのラベルが表面になるようにしてください。無理にバッテリーを押し込まないようにしてください。軽く押すだけでセットできます。必ず右側から挿入してください。下向きに押し下げないようにしてください。
2. バッテリーのふたを右側から戻し、ふたが閉じるまでネジを締めてください。 

交換用バッテリーにつきましては有限会社エクストラにお問い合わせください。
2.2 電源のオン／オフ
本体の電源を入れるには、右側面の電源ボタンを長押しします。「ピー」と音が鳴り「クラスメイト」という音声が流れます。
本体の電源を切るには、もう一度電源ボタンを長押しします。「ピ、ピ」と音が鳴り「終了します」という音声が流れ、本体の電源が切れます。
2.2.1 電源ボタンを使ったハードウェアリセット
電源ボタンや、そのほかのボタンを押しても反応しなくなった場合、電源ボタンを10秒押し続け、ハードウェアリセットを実行してください。設定は保存されず、シャットダウンし、前回のシャットダウン時の設定に戻ります。ハードウェアリセットはキーロック中も有効です。通常通り動作している場合にハードウェアリセットを行なうと、通常のシャットダウン時のように設定が保存されます。
2.3 SDカードの挿入・取り出し
以下の手順でSDカードの挿入・取り出しをしてください。
1. [image: image98.jpg]


表面を自分に向けてクラスメイトを持ちます。SDカードスロットは右側面の中央にあります。
2. SDカードの4つの角のうち、1箇所、45度に切れている部分があります。SDカードをラベルを表面にして差し込みます。必ず切れている部分が左上になるようにしてださい。SDカードの向きが間違っているとスロットに挿入できません。
3.  SDカードをていねいにスロットに差し込みます。SDカードはわずかな力でセットすることができますので、あまり強い力を入れないでください。
4. SDカードを取り出すには、カードの上端を押して手を離します。SDカードの端が飛び出しますので、引き抜いてください。
注意: 4ギガバイト以上のデータには、SDHCカードをお使いください。
2.3.1 SDカードの書き込み保護
· SDカードの左端に小さな色つきのロックタブがあります。音声メモの録音や削除など、情報を書き込む場合は、タブがロックの位置になっていないことを確認してください。
· 本を読むだけの場合は、SDカードの書き込み保護のため、タブを下げ、ロックの位置にしてください。
2.4 メモリーカードの検出 

SDカードの本などの再生中にSDカードを取り出すと、クラスメイトは本を閉じます。しおりは保存されますが、音声メモは保存されません。SDカードを取り出し後再度挿入し本を読むには、本を再度開く必要があります。
SDカードとUSBメモリーを接続してクラスメイトの電源を入れると、どちらへもアクセス可能です。SDカードがツリービューの最初のフォルダーとなります。
2.5 本棚の構造
クラスメイトは「本棚」と呼ばれる形式別のフォルダーに保存された、いろいろな形式のデータを認識します。矢印ボタンでフォルダーのツリーを移動し、本棚を選択します。
タッチスクリーンを使って本棚を選択することもできます。SDカードでもUSBメモリー内でも本棚は、「$VR」で始まる指定のフォルダーに保存されます。各フォルダー（本棚）には、分類した本や、ファイルのカテゴリー別にサブフォルダを作成し保存することもできます。
本はアルファベット順にリストされます。SDカードには、他のフォルダーやファイルを置くことができますが、$VRがついたフォルダー内のデータのみが、クラスメイトの本棚のデータです。
2.5.1 本棚：DAISY図書（$VRDTBフォルダー）
データ形式：DAISY 2.x, 、 NISO Z39.8, 、NIMAS

使用方法: DAISYまたはNISOの本のファイルは、このフォルダー内に本ごとに別々のサブフォルダを作ってデータを保存してください。上下矢印ボタンで、フォルダーからフォルダー、ファイルからファイルへ移動します。右矢印ボタンでフォルダーを開き、左矢印ボタンでフォルダーを閉じます。タッチスクリーンの開くをタップするか、エンターボタンを押して本を選択します。この本棚では、本ごとに現在位置が保存することができます。
2.5.2 本棚：ミュージックファイル（$VR Music フォルダー）
データ形式：録音された音楽（mp3、 ogg Vorbis、 wav、 wma) 

使用方法： 音楽データ全体が一つのデータとみなされるため、現在位置は1箇所となり、しおりの設定は音楽データ全体に対してとなります。
このフォルダーの中に、ジャンル、アーティスト、アルバム、トラックなどのサブフォルダを作って音楽データを保存してください。上下矢印ボタンでフォルダーを選択し、その中のサブフォルダーへは右矢印ボタンで移動します。再生を始めるには、エンターボタンか再生ボタンを押します。左矢印ボタンでサブフォルダーから出ます。サブフォルダのデータを最後まで再生すると、続いて次のサブフォルダの最初のファイルを再生します。シャッフルモードは、音楽ファイルの中のファイルをランダムに再生します。再生中に、左右矢印ボタンで前や次の音楽の再生ができます。（通常の再生、シャッフルモードのどちらの場合でも可能です。）
注意：音楽ファイル内のデータは、誤って消去することを防ぐため、コンピュータを使ってのみ消去が可能です。
2.5.3 本棚：他の本（$VROtherBooksフォルダー）
データ形式：DAISYや、NISO以外の録音図書(音楽以外のMP3、 Wav)
使用方法：各本のデータは、このフォルダの中にデータごとに別々のサブフォルダを作成し、保存する必要があります。たとえば、本のタイトルをフォルダー名にします。　
上下矢印ボタンで、フォルダーからフォルダーへ、ファイルからファイルへ移動します。右矢印ボタンでフォルダーを開き、左矢印ボタンで、フォルダーを閉じます。開くをタップするかエンターボタンを押して本を選択します。この本棚では各本ごとに現在位置が保存されます。各データの最後のファイルの再生が終了すると再生は停止します。
2.5.4 本棚：ポッドキャスト（$VRPodcastsフォルダー）
データ形式：クラスメイトがサポートしているオーディオファイル形式で作成されたデータ
使用方法：各ポッドキャストのファイルは、独立したデータとみなされます。この本棚では、上下矢印ボタンで、ファイルからファイルへ移動します。ファイルはサブフォルダ内に保存することもできます。現在位置としおりは各本（ファイル）ごとに、別々に保存されます。各データの最後のファイルの再生が終了すると再生は停止します。
2.5.5 本棚：テキストファイル（$VRText フォルダー）
データ形式：テキストファイル（txt、html、 rtf、 xml）
使用方法：各本のデータは、このフォルダの中にデータごとに別々のサブフォルダを作成し、保存する必要があります。たとえば、本のタイトルをフォルダー名にします。
上下矢印ボタンで、フォルダーからフォルダーへ、ファイルからファイルへ移動します。右矢印ボタンでフォルダーを開き、左矢印ボタンで、フォルダーを閉じます。開くをタップするかエンターボタンを押して本を選択します。この本棚では各本ごとに現在位置が保存されます。各データの最後のファイルの再生が終了すると再生は停止します。
 注意：2.5.1から2.5.5のフォルダーは、クラスメイトに書き込み保護のないSDカードが差し込まれた時に、自動的に作成されます。
本棚のすべての中身が消去されると、この本棚はリストに表示されません。 
2.5.6 その他の$VRフォルダ
クラスメイトはSDやUSBメモリーに$VRで始まるフォルダーやファイルを自動的に作成することがあります。これらを削除したり、フォルダーやファイル名を変更したりしないでください。正常に動作しなくなる可能性があります。
2.6 ポッドキャストの本棚について
ポッドキャストの本棚はオーディオファイルの構造になっています。各フォルダはポッドキャストフィードで、各ファイルはそのフィードの1つのエピソードになります。各ファイル（エピソード）は個別のポッドキャストの本とみなされます。
2.7 コンピュータとクラスメイト間のデータ転送
以下の手順でデータを転送します。
1. クラスメイトの電源を切った状態でSDカードを右側面のカードスロットに挿入します。
2. 付属の長いUSBケーブルをクラスメイトの上端の右側のミニUSBポートと、コンピュータのUSBポートに接続してください。
3. クラスメイトの電源を入れます。Windowsが、クラスメイトに挿入されているSDカードをUSBドライブとして認識します。
4. Windowsのエクスプローラを使ってファイルを移動します。
SDカードリーダーをお持ちの場合は、SDカードリーダを使ってのデータ転送をおすすめします。クラスメイトをUSBケーブルで接続するより、SDカードリーダーを使用したほうが速く転送できます。
コンピュータに接続中は、クラスメイトの電源を入れたままにしておいてください。接続中はクラスメイトの操作はできません。
2.7.1 クラスメイトのアップデート
アップデートを行うことにより、問題点の解決や、機能追加をすることができます。アップデートは簡単で、すぐにできます。アップデートを行なうには、以下のものが必要です。
· クラスメイト 

· ACアダプター
· SDカード
· SD カードリーダー、またはクラスメイトの付属USBケーブル
· インターネットに接続されたコンピュータ
アップデートファイルのダウンロード 
1. 新しいアップデートファイルが公開されると、有限会社エクストラのウェブページ　http://www.extra.co.jp/よりダウンロードできるようになります。インターネットに接続しているコンピュータを使って最新のアップデートファイルをダウンロードし、適当な場所に保存します。 
2. ダウンロードしたファイルは、アップデート（UPG）ファイルが入ったZIPファイルです。
3. ZIPファイルを解凍します。 
アップデートファイルのコピー
4. UPGファイルをSDカードに保存します。UPGファイルは、フォルダーに入れずに、SDカードのルートディレクトリにそのまま保存してください。カードリーダーを使う方法と、USBケーブルを使用してクラスメイトのSDカードに直接コピーする方法があります。 

　カードリーダーを使用する
· Windowsのエクスプローラを使って、UPGファイルをSDカードのルートに保存してください。
· クラスメイトの電源が入っていたら、オフにしてからSDカードをクラスメイトに挿入します。
　または、
　クラスメイトの付属USBケーブルを使用する
· クラスメイトの電源を切った状態で、クラスメイト付属の長いUSBケーブルを、クラスメイトのミニUSBポートと、コンピュータのUSBポートに接続します。
· クラスメイトの電源を入れてください。接続中を示す画像が表示されます。
· 接続中にUPGファイルをクラスメイトのSDカードのルートにコピーします。
· コピーが終了したら、「ハードウェアの安全な取り外し」を実行し、クラスメイトとコンピュータの通信を終了します。 

· クラスメイトの電源を切り、USBケーブルをはずします。 
アップデートファイルのインストール
5. クラスメイトにACアダプターを接続し、電源を入れます。 
6. クラスメイトがUPGファイルを認識します。アップデートをするかどうかを聞かれます。実行するには、再生ボタンを押します。ほかのボタンを押すとアップデートはキャンセルされます。アップデートの開始と終了は、音声でお知らせします。2分ほどで終了します。アップデートを実行後は中断ができませんのでご注意ください。 

注意：複数のバージョンのアップグレードの実行にも同じUPGファイルを使用することがあります。 

7. アップデートの完了後、UPGファイルをSDカードから削除してください。カードリーダーにSDカードを挿入し、Widowsのエクスプローラを使って削除します。マウスの左クリックでファイルを選択し、Deleteキーをおします。USBケーブルでコンピュータに接続したクラスメイトに挿入したSDカードからも、Widowsのエクスプローラを使ってファイルを削除することができます。 

2.7.2 Windows エクスプローラを使ったファイルの転送 

1. クラスメイトに転送したい（CDまたはハードドライブの）ファイルをコンピュータに置きます。
2. 付属の長いUSBケーブルをクラスメイトのミニUSBポートと、コンピュータのUSBポートに接続します。 
3. クラスメイトの電源を入れます。
4. 転送したいファイルをコピーし、リムーバブル ディスクまでドラッグします。Windowsは、クラスメイトまたはカードリーダーの中のSDカードを、リムーバブル ディスクと認識します。コピーしたファイルが適切なフォルダーに保存されたことを確認します。
5. データがクラスメイトのSDカードに転送されたら、リムーバブル ディスクを右クリックし［取り出し］を選択し、終了です。
2.7.3 フォルダーとデータ
$VRDTB フォルダー
DAISY図書。ページ移動や章移動などのナビゲーションができる図書です。
$VRMusic フォルダー
mp3、Ogg Vorbis、wav、wmaなどのクラスメイトが対応している音楽ファイルです。 
$VRAudibleフォルダー
日本語版では使用しません。  
$VROtherBooksフォルダー
OCRソフトで作成されたMP3形式の本や、MP3オーディオブックやポッドキャストです。
$VRPodcastsフォルダー
オーディオ番組のファイルです。ポッドキャストはセクション区切りはありません。
$VRTextフォルダー
html、 rtf、 txtやxml形式のデータです。
2.7.4 コンピュータからクラスメイトを取り外す
コンピュータから取り外すには、クラスメイトの電源をオフにする必要があります。 

接続中、クラスメイトの中のSDカードを差し替えることができますが、SDカードを取り外す前、またはクラスメイトを取り外す前には、Windowsタスクトレイ の「ハードウェアの安全な取り外し」を実行してください。これにより、SDカードのデータの破損を防ぐことができます。
Windowsタスクトレイは、画面の右下にあります。時計などのアイコンがあるところです。
[image: image20.jpg]



コンピュータに接続中のクラスメイトの中のSDカードの通信を切断したり、取り除く際は、ハードウェアの安全な取り外しアイコンを右クリックしてください。 
[image: image21.jpg]



左クリックはハードウェアの安全な取り外しです。
[image: image22.jpg]


 

コンピュータからクラスメイトを安全
に取り外すことが表示されます。
[image: image23.jpg]



2.8 キーヘルプモード
キーヘルプモードを開始するには、ホームボタンを2秒間押し続けます。このモードでは、各ボタンを押すとボタンの名前を聞くことができます。キーヘルプモードを終了するには、再びホームボタンを2秒間押し続けます。キーヘルプモード中は、メインダイアログ画面の右下の枠が黄色になります。
2.9 キーロック
キーロックは持ち運び中に誤ってボタンが押されてしまうことを防いだり、読書に集中できるようにするための機能です。キーロックを開始するには、エスケープボタンを2秒間押し続けます。ロックされたことを音声でお知らせします。
キーロック中は、全てのキーがロックされ、再生が始まります。キーロックを終了するには、再びエスケープボタンを2秒間押し続けます。 

ハードウェアリセットはキーロックモード中も有効です。
2.10 バッテリー 

バッテリーをフル充電すると最大7時間再生することができます。ただし、再生時間は以下の場合、減少します。
· バッテリーの充電が4時間半以下だった場合
· ナビゲーション（移動）コマンドを頻繁に使った場合 
· 音量を高くしたり速度を上げて再生する場合
· コントラストのレベルを高く設定して使用する場合
· 再充電をおよそ250回すると、バッテリー容量は減少し始めます。
クラスメイトにACアダプターを接続するとバッテリーは、自動的に充電します。クラスメイトは充電中も使えます。クラスメイトの電源を切ると、バッテリー充電中を示す画像が表示されます。フル充電には4時間半かかります。
注意：ACアダプターを接続されていない状態で15分以上停止モードのままにしておくと、自動的に電源が切れ、バッテリーを節約します。
3. 基本機能
3.1 テキストウィンドウ
テキストウィンドウは３つのセクションに分けられます。メインのセクションはテキストエリアです。文字と背景の表示は設定できます。詳細は4.1　画面設定をご覧下さい。
[image: image24.png]


テキストエリアの上はツールバーで、アイコンやボタンがあります。1つめは、速度設定アイコンです。水平のバーの長さは、現在の速度設定を表しています。速度を上げるとバーが長くなります。このアイコンをタップすると、速度設定画面が開き、設定を変更することができます。
[image: image25.wmf] 2つめは音量設定アイコンです。5本の縦のバーはイヤホンまたはスピーカーの音量設定を表しています。その右の画像はスピーカーとイヤホンのどちらで聴いているかを表しています。バーで表示されるのは使っている方の音量設定です。音量を上げると赤のバーが増えていきます。このアイコンをタップすると、音量設定画面が開き、設定を変更することができます。 
速さや音量の設定の詳細は、4.2.3　速度と音量をご覧ください。
その右はバッテリーアイコンです。これはバッテリーの状態や充電レベルを視覚的に表しています。バッテリーの充電が非常に少なくなると、バッテリーアイコンは点滅し始めます。
[image: image26.wmf] バッテリー充電中
[image: image27.wmf] バッテリー充電完了
[image: image28.wmf] バッテリー充電レベル高
[image: image29.wmf] バッテリー充電レベル中
[image: image30.wmf] バッテリー充電レベル低
 [image: image31.wmf] [image: image32.wmf]バッテリーレベル充電非常に低い
[image: image33.png]


　その右はハイライトボタンです。ハイライトボタンは、現在のハイライト設定で、選択されたテキストを強調しハイライトブックマークをつけるときに使います。 

ハイライトボタンは、設定の状態を表しています。ボタンの文字色と背景色で、現在どのようにハイライトを設定しているかがわかります。ハイライトについて詳細は5.1.2学習ツール　ハイライト設定をご覧ください。
[image: image34.png]


[image: image35.png]


　その右はナビゲーションモードボタンです。このボタンは現在のナビゲーションモードを表しています。DAISYとテキストの2つのモードを切り替えることができます。DAISYのマークはDAISYモード、DAISYのマークに×がついているのが、テキストモードです。
[image: image36.wmf]いちばん右のボタンは、最大化ボタンです。このボタンをタップすると、すべてのボタンやアイコンを隠して、テキストエリアを最大にします。通常の表示に戻るには、画面のトップにある青いバーを軽くタップしてください。
テキストエリアの下はナビゲーションボタンと情報ウィンドウです。
ナビゲーションボタンは以下のとおりです。
[image: image37.wmf] [image: image38.wmf] 再生と停止ボタン。現在使用していない方のボタンが表示されます。再生中は停止のボタン、停止中は再生ボタンが表示されます。巻き戻しと早送りのボタンの間にあります。 

[image: image39.wmf] 巻き戻しと [image: image40.wmf] 早送りのボタンです。本の先へ進んだり、戻るときに使います。1回タップすると巻き戻し、早送りが開始されます。クラスメイトは本のなかでどのくらいの移動したかを音声で知らせます。巻き戻し、早送りを終了するには、巻き戻し、早送りボタンをもう一度タップします。その位置から再生を始めるには、再生ボタンをタップします。  

その上がブログレスバーです。本の中でのおおよその位置がわかります。2度タップすると、本の中の別の場所に飛ぶことができます。画面設定メニューのフォント設定画面で、プログレスバーを非表示に設定することができます。
3.2 本を開く 

  [image: image41.png]



以下の手順で本を開きます。 

1. ホームボタンを押しメインメニューを開きます。
2. メインメニューから、本を開くアイコンを選択します。本を開くダイアログが表示されます。このダイアログボックスから、開く本を選択します。
3. 画面下のプルダウンメニューから別の文字のコードを選択することができます。選択した文字コードは初期値として保存されます。 
4. 開くボタンをタップして、選択した本を開きます。クラスメイトはダイアログを閉じ、選んだ本を読み込みます。取り消しを選ぶか、エスケープボタンを押して、メニューに戻ることもできます。
例：下矢印ボタンでSDカードを選んで、押す。
1. 右矢印でSDカードを開きます。
2. 下矢印でDAISY図書を選択します。
3. 右矢印で本のリストを開きます。 

4. 下矢印で本を選択します。
5. エンターキーで本を開きます。（エンターキーは上下左右矢印キーの中央にあります。）
同時に複数の本を開くことはできません。他の本を開くと、最初の本は閉じます。 
注意：本を開くは.テキスト文書や音楽ファイルを開くときにも使えます。
3.2.1 前回開いていた本を開く
本を開くダイアログの下の方に、前回開いていた本を開くのチェックボックスがあります。ここにチェックを入れると、クラスメイトの起動時に、前回読んでいた本が自動的に開きます。初期設定では、この機能は無効に設定されています。
クラスメイトが前回の本を開くことができない場合、本を開くダイアログが表示されますので、そのなかで本を選択してください。
注意：この機能を使うためには、クラスメイトを終了するときに、本が開いている必要があります。
3.3 音楽を聴く
[image: image42.png]



以下の手順で音楽を聴きます。 
1. ホームボタンを押しメインメニューを開きます。
2. メインメニューから、本を開くアイコンを選択します。本を開くダイアログが表示されます。
3. このダイアログボックスで、ミュージックファイルを開き、音楽データを選択します。 
4. 開くボタンをタップして音楽データを開きます。クラスメイトはダイアログを閉じ、音楽データを読み込みます。取り消しを選択するか、エスケープボタンを押すとメインダイアログに戻ります。
5. 矢印キーかタッチペンで、聴きたい曲を選びます。再生ボタンをタップするかエンターボタンを押して、曲の再生を開始します。 

6. 再生中、前や次の曲を聴きたい時は、左右の矢印を使います。
注意：シャッフルモードがオンのときは、ミュージックファイルの中の曲がループ再生されます。 
3.3.1 シャッフルモード（音楽のみ）
[image: image43.wmf][image: image44.wmf] シャッフルモードのオン、オフを切り替えるにはシャッフルモードボタンをタップしてください。シャッフルモードは、音楽ファイルを開いているときに、ツールバーで設定します。シャッフルモードをオンにすると、音楽フォルダー内の曲をランダムに再生します。シャッフルモードをオフ　にすると、表示された順に曲を再生します。シャッフルモードがオンでもオフでも、左右矢印キーで前の曲や次の曲に移動することができます。初期設定ではシャッフルモードはオフです。
3.4 本の削除
[image: image45.png]



以下の手順で本を消去します。
1. ホームボタンを押しメインメニューを開きます。
2. メインメニューから、本の削除アイコンを選択します。ツリービューからクラスメイトの中の全ての本を表示することができます。 

3. 削除したい本を選択し、削除ボタンをタップします。本を削除する前に、確認画面が表示されます。 

4. いいえボタンをタップするかエスケープボタンを押すと、メインダイアログにもどります。
SDカードリーダーを使って、SDカードから本を消去することができます。
注意：本のしおり、音声メモ、テキストメモは、本の削除に伴い削除されます。
文書を削除するのに本の削除を使うことができます。 

3.5 本を読む
以下の手順で本を読みます。
1. 再生ボタンを押します。クラスメイトは、テキストのハイライトされている部分を読み上げます。画面は自動的にスクロールします。
2. 停止するには、再び再生ボタンを押します。 

注意：画面下にある、再生　停止アイコン [image: image46.wmf] でも再生、停止が可能です。
文書を読むときにも再生ボタンを使うことができます。 

3.6 タッチペンをつかう
タッチペンはタッチスクリーンで選択をする時に使います。アイコンを押したり、テキストを選択することができます。 

タッチペンでテキストを選択する方法は、タップ、タップ アンドドラッグの2通りがあります。 

3.6.1 タップ
· 画面を1回タップすると、その位置にカーソルが表示されます。
· 同じ場所を2回タップすると、単語を選択します。
· 3回タップすると、行を選択します。
· 4回タップすると、段落を選択します。 

3.6.2 タップ とドラッグ 

もう一つのテキスト選択方法はタップ アンドドラッグです。これはテキストの特定の箇所や文節を選ぶときに使います。選択したい先頭部分をタップし、最後の部分までドラッグして選択します。
画面の端にカーソルを持って行くと、テキストをスクロールすることができます。
3.7 内部キーボードを使う
クラスメイトの内部キーボードはテキストメモを入力したり、情報ウィンドウにユーザーネームを入力する際に使用します。
キーボード画面の上部はエディットボックスです。ここにテキストメモを書きます。 

エディットボックスの下は、コンボボックスです。アルファベット(ABC)、ひらがな、カタカナ、アクセントの4種のキーボードから選択します。下矢印キーをタップして表示されるキーボードの種類より選択したいものを2度タップします。
その下はキーボードです。上の行にはCAPS、バックスペース、クリアーキーがあります。 

 入力した内容を確定したり、テキストメモを終了するには、OKボタンをタップします。本の画面に戻ります。
バックスペースキー [image: image47.png]


：カーソルの左の文字を削除します。
クリアーキー [image: image48.png]


 ：エディットボックス内のテキストを削除します。  

シフトキー [image: image49.png]


：アルファベットキーボードのときのみ表示されます。
大文字、小文字の切り替え、数字と記号の切り替えをします。続けて大文字で書きたい場合は、CAPSキー[image: image50.png]


 を使ってください。
スペースバーはテキストにスペースを挿入するときに使います。
再生キー [image: image51.wmf]：エディットボックス内のテキストを聴くときに使います。 

3.8 音声メモをつける
どの形式のファイルを使っている時でも、音声メモを録音することができます。 

音声メモを録音するには、音声メモをつけたい本の位置にカーソルを動かします。再生ボタンを押して再生を停止します。 

短い録音の場合：録音ボタン[image: image52.jpg]


を押している間、録音することができます。録音ボタンを離すと録音を終了します。本体プレイヤーの左上部にあるマイクにむかって話してください。
長い録音の場合：録音ボタンを押して離すと、録音が開始し、もう一度録音ボタンを押すと録音を終了します。
どちらの場合も、情報ウィンドウが赤くなり、録音中であることを示します。音声メモが追加されたことと、メモ番号を音声でお知らせします。テキストの音声メモが録音された位置に、マイクアイコン [image: image53.wmf]が、表示されます。
録音を中断するには、再生ボタンを押します。録音をキャンセルするには、エスケープボタンを押します。 

音声メモを再生するには、矢印ボタンかタッチペンを使って、マイクアイコンの前にカーソルを置き、エンターボタンを押します。 

つけた音声メモを検索するには、学習ツールメニューのマーキング検索[image: image54.png]


  を使います。
すべて [image: image55.png]


または、音声メモ[image: image56.png]


から検索します。 
音声メモを削除するには、すべて か、音声メモの画面で、削除ボタンをタップします。 

注意：SDカードの書き込み保護がされていない時のみ、音声メモを録音することができます。SDカードの最大容量に達すると、録音は自動的に終了し、音声メモの保存後「録音が停止されました：メモリが足りません」というメッセージが表示されます。
3.9 メニューの選択
メニューの選択には2つの方法があります。選択したいメニュー項目を矢印ボタンで選択する方法と、タッチスクリーンを使う方法です。 

矢印ボタンを使う場合は、ひとつずつ移動します。選択したい項目のところで、矢印ボタンの中心にあるエンターボタンを押します。
タッチスクリーンを使う場合は、選択したい項目をタップします。
3.10 本の中を移動する
開いた本の中のいろいろな場所へ移動することができます。ナビゲーションモードを選択する必要があります。 

DAISYモードとテキストモードの２つのナビゲーションモードがあります。これらは画面の上部のボタンに表示されています。どちらかを選択すると、もう一つは無効になります。 

3.10.1 DAISYモード
[image: image57.png]



DAISYモードを選択するには、画面の上にあるDAISYマークが表示されていることを確認してください。DAISYモードでは、上下矢印ボタンでナビゲーションレベルを選択します。レベル内の移動には左右矢印ボタンを使います。本の中の行きたい場所へ移動することができます。DAISYのレベルは次の通りです：ページ、フレーズ、1分タイムジャンプ、レベルです。テキスト情報をもったDAISY図書では、文字、文、段落も可能です。DAISYモードはDAISY図書のみに有効です。 
例えば、レベル1が章である図書の次の節ジャンプするには：
1. ナビゲーションモードがDAISYになっていることを確認してください。[image: image58.png]


  

2. 「レベル1」と聞こえるまで上下矢印ボタンを押してください。
3. 右矢印ボタンを1回押します。次の章へジャンプします。戻る場合は、左矢印ボタンを押してください。
注意：上記は、テキストが横書きに表示されている場合です。縦書きに表示されている場合は、左矢印が進む、右矢印がもどるになります。
3.10.2 テキストモード
[image: image59.png]



テキストモードを選択するには、画面の上にある×がついたDAISYマークが表示されていることを確認してください。
テキストモードでは、本の中の移動には、矢印ボタンを使ってください。
1. ナビゲーションモードがテキストになっていることを確認してください 。[image: image60.png]



2. 本が再生中の場合は、停止ボタンをタップしてください。
3. 矢印ボタンで移動したい位置まで移動してください。
4. 再生ボタンをタップすると、その位置から読みます。 

3.11 本を再生中に、スクロールする
テキストモードでDAISY図書やテキストファイルを読んでいる間、現在読んでいる一節の前や後の部分を見ることができます。上矢印ボタンや下矢印ボタンを押し続けると、画面が先にスクロールしたり、戻る方向にスクロールします。矢印ボタンを離すとスクロールが止まります。スクロール中には、読んでいる一節が常に画面に表示されるように、自動的にスクロールバックします。
カーソルを画面の端に移動させることによってもスクロールすることができます。
音楽や他の本のフォルダーでは、上下矢印ボタンでファイル間を移動し、再生ボタンを押して再生を開始します。  

3.12 ページ／見出し移動
[image: image61.jpg]



本の構造によっては、読み込んだ本の中の特定のページや見出しへ移動することができます。
ページ移動をするためには、移動ボタンを1回押します。ページ移動の画面が現われます。 

見出し移動をするためには、移動ボタンを2回押します。見出し移動の画面が現われます。
ページ番号と見出しの入力方法は2つあります。
· タッチペンでタッチスクリーンのテンキーをタップし、ページ番号を入力し、タッチスクリーンのOKボタンをタップします。 

· 矢印ボタンで、タッチスクリーンのテンキーの目的の番号へ移動し、矢印ボタンの中央のエンターキーを押して選択し、選択したページへ移動します。また、本に戻るには、キャンセルキー（タッチスクリーンのテンキーの右上の赤い×マーク)をタップするか、エスケープボタンを押します。 

ページ／見出し移動機能は、DAISY図書でのみ有効です。 

　

4. 設定
4.1 画面設定 

画面設定をするには、メインダイアログウィンドウから、ホームボタンを押してメインメニューを開き、画面設定を選択してください。以下の設定ができます。
4.1.1 フォント設定
[image: image62.png]



表示される文字の、サイズとフォントを設定することができます。
このアイコンをタップすると設定のための画面が表示されます。
文字のサイズを設定するには、左の枠から矢印ボタンか、タッチペンでフォントサイズを選択します。
文字のフォントを設定するには、右の枠から矢印ボタンか、タッチペンでフォント名を選択します。下のボックスには、設定したフォントサイズとフォント名が表示されます。その下のチェックボックスで、プログレスバーの表示／非表示を設定できます。チェックを入れるとメインダイアログの左下に表示され、本の中でのおおよその位置がわかります。また、本の別の場所へジャンプすることもできます。
4.1.2 文字色と背景色の設定
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表示される文字色と背景色を設定することができます。
このアイコンをタップすると設定のための画面が表示されます。
矢印ボタンかタッチペンで、色の組み合わせを選択します。 

読み上げとシンクロするハイライト部分の文字色と背景色を設定することもできます。 

ウィンドウは３つのセクションに分かれます。 

左側には、４つのオプション、文字色、背景色、ハイライトの文字色、ハイライトの背景色があります。この中から設定する対象を選択します。
設定対象を選択したら、右側で色を選択します。左下の枠で、画面上でどのように表示されるかを確認することができます。 

色が決まったら、画面の下にあるOKボタンをタップします。 

4.1.3 コントラスト
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コントラストを調整することができます。コントラストを上げると、白と黒の差が大きくなります。
このアイコンをタップすると設定のための画面が表示されます。
タッチペンか、上下矢印ボタンで変更してください。 

4.1.4 カーソル位置
[image: image65.png]



本を読んでいる時、ハイライト部分の画面での位置を決めることができます。
このアイコンをタップすると設定のための画面が表示されます。
右側のサンプルで確認しながらカーソルの位置を設定してください。
4.1.5 レイアウト 
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これらのアイコンをタップすると、設定のための画面が表示されます。
スライドバーで、行間隔の設定ができます。
ラジオボタンで、横書き、縦書きの切り替えをすることができます。
4.1.6 設定の初期化 
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画面設定を初期状態に戻すことができます。
4.2 音声設定 
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音声設定をするには、メインダイアログウィンドウから、ホームボタンを押してメインメニューを開き、音声設定を選択してください。以下の設定ができます。 

4.2.1 音声の選択
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本の形式によって、再生される音声は2種類あります。本が録音図書の場合は、録音音声で聴くことができます。テキストの図書の場合は、Text to Speech（TTS）機能を使って、合成音声で聴くことができます。 

音声設定をするには、ホームボタンを押してメインメニューを開き、音声設定を選択してください。ひとつめのアイコンで録音音声と合成音声の切り替えができます。
本が、どちらにも対応している場合、クラスメイトは保存されている音声で再生します。本がどちらかの形式にのみに対応している場合、クラスメイトは保存されている音声ではなく、対応している音声を選択します。両方に対応している本の場合、再生中に音声を変更することができます。
選択した音声は次のセッションのため、フラッシュメモリーに保存されます。音声は、本ごとではなく、プレイヤー全体に対して保存されます。
入手できる図書には３つの種類があります。 

4. 音声のみの図書（音声DAISY）： これらの本は、朗読した声が録音されています。一部の本は合成音声になります。テキストは表示されません。
5. テキストのみの図書（テキストDAISY）、またはテキストファイル：テキストが画面に表示されますが、録音音声はありません。テキストを聴くには、合成音声を使う必要があります。
6. テキスト+ 音声の図書（マルチメディアDAYSY）： テキストが画面に表示され、録音音声で聴くか、合成音声で聴くかを選べます。
4.2.2 音声ガイド 
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メニューなどを読み上げるかを設定することができます。音声ガイドのオン／オフを選択します。 

. 

4.2.3 速度と音量 
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速度と音量の設定ができます。このアイコンをタップすると設定のための画面が表示されます。
1つめは、速度設定です。スライドバーで読み上げのスピードを調整します。
2つめは、スピーカーの音量設定です。スライドバーで音量を調整します。
3つめは、イヤホンの音量設定です。下のチェックボックスでボタンを押したときの操作確認音を有効または無効に設定することができます。無効にするにはチェックをはずします。
4.2.4 合成音声設定
合成音声の切り替えをします。
アイコンをタップすることにより、日本語の合成音声きょうこと、英語の合成音声Samanthaを切り替えます。合成音声の名前を音声でお知らせします。
日本語の文章を読むときには、きょうこに設定してください。
英語の文章を読むときは、Samanthaに設定してください。
注意：Samanthaに設定すると、クラスメイトが英語モードとなり、メニューその他の項目が英語になります。
4.2.5 設定の初期化  
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音声設定を初期状態に戻すことができます。
4.3 タイマーモード
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本の再生を自動的に停止する時間を設定することができます。 

以下の手順でタイマーを設定します。
1. ホームボタンを押してメインメニューを開き、タイマーを選択してください。タイマーメニューが開きます。 

2. 停止するまでの時間を選択します。選択後すべてのメニューが閉じます。 

3. 再生が自動的に再開します。クラスメイトは、設定した時間が経過するとに、自動的に停止します。 

タイマーメニューの時間からではなく、手動タイマー[image: image77.png]


 に設定したい時間（分）をスクリーンのテンキーで入力することもできます。 

設定後は、タイマーメニューのオフ[image: image78.png]


 を選択すれば、タイマーモードをキャンセルできます。 

4.4 情報
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このオプションを選ぶと、HumanWareのウェブサイトのURLと電話番号が現れます。
この画面にユーザー名を入れることができます。画面をタップするとキーボードが表示され、名前を入力できます。 
4.5 画面の位置調整
画面の位置調整はタッチスクリーンを正しい位置に補正する方法です。
初めて使用する際に、画面の位置調整をするかの確認画面が表示されます。手動で画面の位置調整をすることも可能です。タッチスクリーンの位置調整をするには、学習ツールボタンを2秒間押し続けてください。ウィンドウが表示されます。タッチペンを使って画面上のマークをタップしてください。
タッチスクリーンがタップに対して正確に反応しない場合は、画面の位置調整をする必要があります。
5. 学習ツール
5.1 学習ツールメニュー
学習ツールメニューには次のような項目があります。
緑色の枠内が選択した項目です。
矢印ボタンやタッチペンで枠を動かして選択します。 
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5.1.1 ハイライトブックマークをつける
[image: image85.png]



DAISY図書やテキストファイル内の本は、テキストの一節をハイライト表示することができます。様々なハイライトの設定が可能です。詳しくは5.1.2　ハイライト設定をご覧ください。
以下の手順でテキストの一節をハイライト表示することができます。
1. 再生ボタンを押して再生を停止します。 

2. 矢印ボタン（テキストモードのみ）で、ハイライトしたい部分の先頭に移動します。 

3. 学習ツールボタンを押して学習ツールメニューを開き、、ハイライトを選択します。テキストに戻ります。 

4. 矢印ボタン（テキストモードのみ）で、ハイライトしたい部分の終了位置に移動します。
5. エンターボタンを押してください。選択されたテキストがハイライト表示されます。 

そのほかの方法１：
以下の手順でタッチペンを使用して、ハイライト部分を選択することもできます。 

1. 再生ボタンを押して再生を停止します。 

2. ハイライトしたい文字をタッチペンでドラッグしてください。 

3. 画面の上のバーにあるハイライトボタンをタップしてください。 

4. 再生ボタンを押して再生を開始します。 

そのほかの方法２：
以下の手順で現在読んでいる部分または、タッチペンで選択した部分をハイライトすることができます。
1. 再生ボタンを押して再生を停止します。クラスメイトは現在読んでいる部分を選択した状態です。 

2. 学習ツールボタンを押して学習ツールメニューを開き、ハイライトを選択します。 

3. 再生ボタンを押して再生を開始します。選択されたテキストが、ハイライト表示されます。 

注意：ひとつの文節を異なる設定のハイライトでハイライト表示することはできません。１回目のハイライトは２回目のハイライトに置き換えられます。 

タッチペンでの選択については、3.6　タッチペン使う　をご覧ください。 

ディスプレイの上部のハイライトボタンは　ハイライト設定の状態を示しています。 

ハイライト設定メニューよりハイライト色の設定ができます。　黄色、緑、ピンク、青から選択できます。
ハイライト設定メニューのハイライトの詳細メニューからハイライト部分の先頭と終わりを囲む形の設定ができます。丸、四角、星から選択できます。 

つけたハイライトブックマークを検索するには、学習ツールメニューのマーキング検索 [image: image86.png]


 を使います。 
すべてのマーキングを検索する [image: image87.png]


または、ハイライトを検索する[image: image88.png]


から選択します。 
ハイライトブックマークを削除するには、すべてのマーキングを検索する画面か、ハイライト検索メニューのサブメニューのいろいろなタイプのハイライト検索画面の削除ボタンをタップしてください。  

5.1.2 ハイライト設定 

[image: image89.png]



ハイライト設定を調整するには、
1. 再生ボタンを押して、再生を停止します。
2. 学習ツールボタンを押して学習ツールメニューを開き、ハイライト設定を選択します。ハイライト設定メニューよりハイライト色の設定ができます。　黄色、緑、ピンク、青から選択できます。ハイライト設定メニューのハイライトの詳細設定[image: image90.png]


 からハイライト部分の先頭と終わりを囲む形の設定ができます。丸、四角、星から選択できます。 
3. エンターボタンを押し、決定します。 

ディスプレイの上部のにあるハイライトボタンは　ハイライト設定の状態を示しています。どのようにハイライトされるかの確認ができます。設定を変更するとボタンの画像も変わります。 

5.1.3 テキストメモをつける
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テキストメモは、DAISY図書やテキストファイルにつけることができます。テキストメモは32文字まで書くことができます。 
以下の手順でテキストメモをつけます。 

1. 矢印ボタン（ナビゲーションモードがテキストモードのみ有効）かタッチペンを使って、テキストメモを挿入したい位置にカーソルを移動してください。
2. 学習ツールボタンを押して学習ツールメニューを開き、テキストメモを選択してください。 

3. 入力画面になります。 

4. 画面のキーボードで、エディットボックスにテキストメモを入力してください。 

5. 入力が終了したら画面のOKボタンをタップしてください。 

プレイヤーはテキストに戻ります。テキストメモの位置にアイコンがつきます。再生ボタンを押して、再生を再開します。
テキストメモ番号を聞くには、テキストメモアイコンの前にカーソルを置き、エンターボタンを押してください。 

テキストメモの内容を読むには、アイコンの前にカーソルを置き、学習ツールボタンを押して学習ツールメニューを開き、テキストメモボタンを押し、画面の再生ボタンをタップするか、再生ボタンを押します。
つけたテキストメモを検索するには、学習ツールメニューのマーキング検索を使います。
すべてのマーキングを検索する、または、テキストメモを検索する [image: image92.png]


 を選択します。
テキストメモを削除するには、すべてのマーキングの検索画面または、テキストメモの検索画面の削除ボタンをタップしてください。
注意：SDカードが書き込み保護になっていない時のみ、テキストメモを追加できます。
5.1.4 しおりをつける
[image: image93.png]



しおり機能を使って、前に読んだところに戻ることができます。DAISY図書やテキスファイルにつけることができます。 

以下の手順でしおりをつけます。
1. 再生ボタンを押して、再生を停止します。
2. 矢印ボタン（ナビゲーションモードがテキストモードのみ有効）かタッチペンを使って、しおりを挿入したい位置にカーソルを移動してください。 

3. 学習ツールボタンを押して学習ツールメニューを開きます。 
4. しおりボタンを選択します。しおりアイコンがつきます。
つけたしおりを検索するには、学習ツールメニューのマーキング検索を使います。
すべてのマーキングを検索する、または、しおりを検索する[image: image94.png]


選択します。
テキストメモを削除するには、すべてのマーキングの検索画面または、しおりの検索画面の削除ボタンをタップしてください。
5.1.5 マーキング検索 

[image: image95.png]



マーキング検索機能でハイライトブックマーク、しおり、テキストメモ、音声メモ、すべてのマーキングを検索することができます。テキストメモをエクスポートすることもできます。
1. マーキングの種類の選択すると、その種類のマーキング検索画面になります。画面の上の左右矢印で、テキスト内のその種類のマーキングへ移動します。 

2. 再生したい位置のマーキングへ移動したら、そこでジャンプボタン [image: image96.png]


 をタップしてください。マーキングの種類と番号を読み上げます。再生ボタンを押すと、その位置から再生を開始します。
3. マーキングを削除するには、画面の下のほうの削除ボタンをタップしてください。確認画面が表示されますので、はいか、いいえを選択してください。 

注意：ハイライトブックマークの検索では、ハイライトの種類を決めて検索するか、すべてのハイライトから検索するかを選択することができます。
5.1.6 マーキングを削除する
学習ツールボタンをおして、学習ツールメニューをひらき、マーキング検索を選択します。
すべてのマーキングまたは、特定の種類のマーキングからを検索します。削除したいマーキングが見つかったら、画面の下のほうの削除ボタンをタップしてください。確認画面が表示されますので、はいか、いいえを選択してください。
5.1.7 テキストメモをエクスポートする
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本のテキストメモをエクスポートするには、
1. テキストメモをつけた本を開きます。
2. 学習ツールボタンを押します。 

3. マーキング検索を選択します。
4. エクスポートを選択します。これでエクスポート画面が表示されます。
5. 画面のエクスポートボタンをタップしてください。 

本のテキストメモは、SDカードの$VRExportフォルダーにxmlファイルとして保存されます。ファイル名は本と同じ名前です。
$VRExportフォルダーは、クラスメイトで表示させることはできません。   

注意：テキストメモをエクスポートするには、SDカードがいっぱいだったり、書き込み保護になっていないことを、ご確認ください。 

テキストメモのxmlファイルを、SDカードからコンピュータにコピーし、バックアップをとることもできます。
6. クラスメイト専用CD-ROMドライブ（オプション）
CDドライブはクラスメイトのオプションです。クラスメイト専用CDドライブをクラスメイトに接続すると、コンピュータを使用しなくてもDAISY図書のCDをクラスメイト内のSDカードにコピーすることができます。DAISY図書のCDをそのままクラスメイトで再生することも可能です。
6.1 クラスメイトにCDドライブを接続する
1. CDドライブ付属品のUSBケーブル端子（Dのかたちをした端子）をCDドライブ本体の上面右側のUSBポートに差し込みます。ケーブルの反対側の端子にクラスメイト付属品の短いUSBケーブルの端子を差し込んでケーブル同士をつなげます。さらにその反対側のミニ端子をクラスメイト本体上面左側のUSBポートに差し込みます。
2. CDドライブ付属品のACアダプターをCDドライブに接続して電源プラグを差し込みます。 

3. クラスメイトの電源を入れます。 
6.2 CDのDAISY図書を開いて読む
1. CDドライブの手前の小さなボタンを押してCDトレイを開け、DAISY図書のCDをラベル面を上にして挿入します。
注：CDトレイの左下にCDを読み込むためのレンズがあります。レンズに指紋がつくと読み込みエラーの原因になりますので、手で触らないようにご注意ください。
2. ホームボタンを押しメインメニューを開きます。 
3. メインメニューから、本を開くアイコンを選択します。 

4. 下矢印ボタンでUSBドライブを選択します。
5. 右矢印ボタンでUSBドライブを開きます。
6. 下矢印ボタンでDAISY図書を選択します。
7. 右矢印ボタンで本のリストを開きます。
8. 下矢印ボタンで本を選択します。
9. エンターキーで本を開きます。（エンターキーは上下左右矢印キーの中央にあります。）
10. 再生する場合は、再生ボタンを押します。
11. 停止する場合は、もう一度再生ボタンをおします。
6.3 CDのDAISY図書をクラスメイトのSDカードにコピーする
1. 6.2の手順で図書を開きます。
2. DAISY図書のコピーを保存するためのSDカードを、クラスメイトに挿入します。
3. ツールバーの右から2つめに、ディスクのアイコンが表示されます。
4. ディスクアイコンをタップすると、CDのDAISY図書からクラスメイト内のSDカードへのコピーが開始されます。
5. 情報ウィンドウが赤くなり、進行状況を表示します。 

6. コピーが完了したらCDドライブからCDを取り出し、CDドライブとクラスメイトの接続をはずします。
注意：SDカードの種類や図書の大きさによっては、コピーにかかる時間が長くなることがあります。
コピーを中止する場合は、エスケープボタンを押します。
7. 技術仕様
· サイズ 157 x 91 x 30mm (6.2 x 3.6 x 1.2 インチ）
· 重量（バッテリー込）：250ｇ
· 3.5mmステレオヘッドホンジャック
· 内蔵型モノラルの全方向性マイクロフォン
· 内蔵スピーカー：16mm、325mW
· バッテリー：リチウムイオン、3.7V、2AH
· バッテリー充電時間：4-5時間
· バッテリー連続再生時間：7時間（イヤホン使用、DAISY図書連続再生）
· 電源：AC/DC切り替えタイプ、入力100V-240V、50-60Hz、プラグアダプターにより各国対応可
· 本体の使用温度範囲（使用時）： + 5 ℃～+ 40℃
· バッテリー使用温度範囲（充電時）：+ 5℃ ～+ 35℃
· 本体の使用温度範囲（保管時、輸送時）：- 20 ℃～+ 45℃
· 本体の使用湿度範囲（使用時）：5%～90%（結露なし）
· 本体の使用湿度範囲（保管時、輸送時）：5%～95%（結露なし）
· USB  OTGポートUSB（PC、フラッシュドライブ用）
· SDHC準拠カードスロット（SD：2GB、SDHC：4GB～32GB）
· 対応DAISY図書： DAISY 2、 2.02、3（NISO Z39.86  2002/2005）、NIMAS 1.1
· オーディオコーデック：AMR-WB+, Audible.com Format 4, OGG Vorbis,  MP3, MPEG2, Wav ADPCM, Wav P.C.M, WMA 9.
· ファイル形式： 3gp.aa, html, mp2, mp3, mpg, ogg, rtf, txt, wav, wma, xml
· Text-to-Speech(TTS)：Nuance Vocalizer
· 録音：モノラル、AMR-WB+音声コーデック（3GPファイル）
· エンコード方式：16ビットモノラル、サンプリング周波数25.6kHz、ビットレート 20.8kbps
· DRM： 2002 PDTB1 (so-called I.P.P.) and 2006 PDTB2 

お手入れについて 

クラスメイトを清潔にご使用いただくために、定期的に、柔らかい湿った布で本体表面を拭くことをおすすめします。布を湿らせる際はぬるま湯を使用し、洗剤などは絶対に使用しないでください。
動作障害
強い高周波の場所、静電気放電、一過性の電気的雑音により、クラスメイトの音が一時的に劣化することがあります。
8. バッテリーの安全注意
· 発熱するものや火気の近くでバッテリーを使用しないでください。またバッテリーを高温の場所で保管しないでください。 

· ACアダプターはクラスメイトの充電以外には使用しないでください。
· バッテリーを分解したり改造したりしないでください。
· バッテリーの端子をショートさせないでください。
· バッテリーを水につけたり濡らさないでください。
· バッテリーに強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。
· バッテリーを鋭い刃物で傷つけたりしないでください。
· バッテリーに直接ハンダ付けしないでください。
· バッテリーのプラス端子とマイナス端子を逆にしないでください。
· メーカーによって指定された目的以外にバッテリーを使用しないでください。
· 他のバッテリーを使用しないでください。
· バッテリー液が眼に入ったときは、こすらずにすぐにきれいな水で十分洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。  

· バッテリー液が皮膚に付着したときは、直ちにきれいな水で洗い流してください。
9. お問い合わせ先
クラスメイトの設定や操作に関するお問い合わせは、有限会社エクストラ技術サポートまでお願いします。
有限会社エクストラ
〒422-8002

静岡県静岡市駿河区谷田44-15 セントラルヒルズ101

TEL：054-264-8608

FAX：054-264-8613

E-mail：tech@extra.co.jp

URL：http://www.extra.co.jp/
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